
平成元年 4月・5月 巡業 

主な配役 

 

昼の部 

「船場の子守唄」 

社員小寺（結城市朗）  同 甲田（甲斐正法）  同 乙川（関口義郎）  女子社

員前川（藤枝由美江）  同 田島（瀬々良木澄江）  名古屋の社員正木（曽我

廼家八十吉）  同 松本（都築謙次郎）  お手伝いまさ子（田辺波子）  同業者

村上（白羽大介）  お手伝い芳子（千葉由香）  女子社員広田（滝由女路）  

社員高原（曽我廼家玉太呂）  社長岩井平太郎（高田次郎）  平太郎の妻佐

代子（酒井光子）  社員佐藤（曽我廼家寛太郎）  老主岩井長平（藤山寛美）  

村上の店員津山（花井万津恵）  次女千代子(川奈美弥生）  支配人小沢（喜

多康樹）  取引先の人小森（御陵多栄子）  小森の知人遠藤（義士廼屋緑）  

本家の奥様国枝（井上英以子）  同 支配人河野（曽我廼家五九郎）  長女喜

代美（四条栄美）  文造の妻つた子（岸本康子）  造花下請業文造（梅大路満）  

喜代子の夫吉田（中川雅夫）  階下の主人川村（小島慶四郎）  その女房は

つ子（月城小夜子）  川村の妹花子（歌園香織） 

 

「大当り高津の富くじ」 

大辰の若い者竹造（甲斐正法）  同 八吉（関口義郎）  下剃り留吉（曽我廼家

一二三）  大工の棟梁辰五郎（高田次郎）  大辰の小頭市三（中川雅夫）  女

髪結いおらく（四条栄美）  元亀屋の雇い人おせつ（義士廼屋緑）  花房の仲

居おきた（藤枝由美江）  同 おけい（瀬々良木澄江）  娘義太夫りん蝶（滝由

女路）  仙兵衛の子分三太（都築謙次郎）  同 熊吉（白羽蝶太郎）  親分難

波の仙兵衛（小島慶四郎）  亀屋の若旦那伊之助（藤山寛美）  村田座の者

由造（喜多康樹）  りん蝶の弟子お花（里美羽衣子）  芸者色香（月城小夜子）  

手代新助（曽我廼家玉太呂）  仲居おのぶ（岸本康子）  太鼓持ちとん八（曽

我廼家寛太郎）  芸者染弥（花井万津恵）  同 友葉（歌園香織）  半玉小梅

（千葉由香）  辰五郎の妹おみよ（川奈美弥生）  亀屋の番頭太助（白羽大介）  

同 ご寮さんおよね（酒井光子）  辰五郎の女房おとき（井上英以子）  中糸の

帳場徳七（結城市朗）  初乃家の仲居お末（御陵多栄子）  桝屋の男衆鶴造

（曽我廼家八十吉）  りん蝶の兄義平（梅大路満）  町の女おかじ（田辺波子）  

宮男喜助（沢田光生）  世話役佐兵衛（曽我廼家五九郎）  宮男平助（藤田功

次郎） 


